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ミャンマーサイクロン 

復興支援の様子② 

 

災害発生から 10 ヶ月が経過しました。田んぼでは青々とした稲が揺れ、被災地では穏や

かな日常が戻りつつあるように見えます。しかしながら、倒壊したままの学校、失われた

家族、破壊されたライフラインなど、いまだ取り組むべき多くの課題があるのが実情です。 

今回は、2 月に本社担当者が現地を視察して撮影した写真を中心に、現場の様子をお伝え

します。 

 

 

被災地のデルタ地帯は、大小の川が毛細血管のよう

に入り組んでいます。事業現場の村々には、未舗装

の道を進み、写真のような橋を渡り、さらに船を漕

いで川を進んでいきます。（ディディエ郡） 

©日本赤十字社 

 

生計再建事業の一環として、CFW（キャッシュ・フ

ォー・ワーク）を実施しています。ここでは、高潮

により崩れた村の道路の補修作業をしています。 

（クンニャンゴン郡）©日本赤十字社 

 

CFW（キャッシュ・フォー・ワーク）では、住民が

協働して道路補修など村のインフラ整備を実施す

ることにより、住民自身が生活を再建するために現

金収入の機会が得られるものです。力仕事にも関わ

らず、女性も多く参加しています。 ©IFRC 

 

ミャンマー赤十字社の「ナルギス号」で村の船着

場に到着。比較的幅の広い川ではエンジン付の船

で、狭い川では手漕ぎの船で移動します。 

（ボガレー郡） ©日本赤十字社 



 

 

国際 NGOによって建てられた仮設校舎。テント張の

ため、あまり風通しが良くありません。 

（ボガレー郡） ©日本赤十字社 

 

村に向かうミャンマー赤十字社のボランティアた

ち。彼らの地道な努力によって、アクセスの悪い

村々にも支援の手が行き届きます。 

（チャイラット郡） ©日本赤十字社 

 

倒壊した小学校。強風と高潮の被害を受け、この

小学校がある村だけで 100 名以上が死亡しまし

た。（ディディエ郡） ©日本赤十字社 

 

仮設校舎内で勉強中の子どもたち。この日は、黒板

に書かれたミャンマー語の書き取りをしていまし

た。（モウラミャインジュン郡） ©日本赤十字社 

 

サイクロン・ナルギスで倒れた大木の根。大きす

ぎて撤去し切れなかったものもあれば、災害を忘

れないように記念碑のように残しているところも

あります。（モウラミャインジュン郡）  

©日本赤十字社 

 

新たに整地した小学校建設予定地。視察訪問した

際も多くの住民が集まっており、関心の高さがう

かがわれました。（チャイラット郡）  

©日本赤十字社 

 


